
項目

排 出 量
3,140

(実績:2,556)
2,918

(実績:2,318) ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0
1,735

(実績:1,253) ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0
1,336

(実績:625) ｔ

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

222
(実績:238)

275
(実績:293) ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0
1,568

(実績:1,400)
ｔ

（日本工業規格　Ａ列４番）

　（宛先）岡　崎　市　長

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

項目 目標値

ｔ全 処 理 委 託 量

ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

様式第二号の九（第八条の四の六関係）

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和7年 6月27日

※事務処理欄

ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

令和6年4月1日　から　令和7年3月31日まで

産業廃棄物処理計画における目標値

目標値

事 業 場 の 所 在 地 愛知県岡崎市矢作町字出口１番地

事 業 の 種 類 化学工業

山田　浩之

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和6年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 東レ株式会社　岡崎工場

電話番号0564-34-2131

届出者

住　所 愛知県岡崎市矢作町字出口１番地

氏　名 東レ株式会社　岡崎工場



排 出 量

399
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

225

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

399 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
167

0 0

0

399

385 7

225

167

7

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　廃油　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

385

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

399

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

1496
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

15

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1,496 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
126

0 0

0

1,496

657 1355

15

126

1,355

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　廃プラスチック類　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

657

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

1496

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

633
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

357

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

633 357

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

238 238

0

395

211 38

357

0

38

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

211

(
第

２
面

）

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

⑤自ら熱回収を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

395

④のうち熱回収
を行った量

0
⑦自ら中間処理により減
量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理
した量

595

（産業廃棄物の種類：　　　　汚泥　　　　　　　　）

自ら直接
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

計画の実施状況

不要物等発生量

有 償 物 量

項目

①排出量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

27
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

27

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

27 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

27

0 0

27

0

0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　　　木くず　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

27

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

1
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

1

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

1

0 0

1

0

0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　ガラスくず　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

1

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。  

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



項目

排 出 量
313

(実績:290)
313

(実績:290) ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
特別管理産業廃棄物の量

0
305

(実績:289) ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
特別管理産業廃棄物の量

0
300

(実績:271) ｔ
自ら中間処理により減量す

る
特別管理産業廃棄物の量

0
37

(実績:8) ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
特別管理産業廃棄物の量

0
2

(実績:11)
ｔ

届出者

住　所 愛知県岡崎市矢作町字出口１番地

氏　名 東レ株式会社　岡崎工場

工場長　山田　浩之

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和6年度の産業廃棄
物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 東レ株式会社　岡崎工場

電話番号 0564-34-2131

産業廃棄物処理計画におけ
る 計 画 期 間

令和6年4月1日　から　令和7年3月31日まで

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

目標値

事 業 場 の 所 在 地 愛知県岡崎市矢作町字出口１番地

事 業 の 種 類 化学工業

※事務処理欄

ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

様式第二号の十四（第八条の十七の三関係）

（第１面）

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和7年 6月 27日

（日本工業規格　Ａ列４番）

　（宛先）岡　崎　市　長

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

項目 目標値

ｔ 全 処 理 委 託 量

ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量



排 出 量

265
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

264

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

265 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

265

265 1

264

0

1
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

265

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

265

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　引火性廃油　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

1
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

1

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

1

1 0

1

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

1

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

1

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　腐食性廃アルカリ　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

7
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

6

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

7 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

7

6 1

6

0

1
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

6

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

7

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　腐食性廃酸　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

11
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

11 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
2

0 0

0

11

11 9

0

2

9
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

11

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

11

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　感染性廃棄物　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

3
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

3 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
3

0 0

0

3

3 0

0

3

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

3

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

3

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：石綿）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

3
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

3 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
3

0 0

0

3

3 0

0

3

0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：廃PCB）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

3

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

3

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。  

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



項目

排 出 量 4,001 4,001
ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

　　 　0 0
ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

4,000
ｔ

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

　　　 0
ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量 ｔ

（日本工業規格　Ａ列４番）

　岡　崎　市　長

項目 目標値

ｔ 全 処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の
熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の
処 理 委 託 量

２０２５年　４月　　４日

様式第二号の九（第八条の四の六関係）

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

※事務処理欄

ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
優 良 認 定 処 理 業 者 へ の
処 理 委 託 量

産業廃棄物処理計画におけ
る 計 画 期 間

2024年4月1日～2025年3月31日

産業廃棄物処理計画における目標値

目標値

事 業 場 の 名 称 宇部生コンクリート株式会社　岡崎工場

事 業 場 の 所 在 地 岡崎市欠町字薮下２４番地の２

事 業 の 種 類 窯業、土石製品製造業

代表取締役　川 中 康 裕 

電話番号 0564-21-3241

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、２０２４年度の産業
廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

届出者

住　所 名古屋市中区金山五丁目14番2号

氏　名 宇部生コンクリート株式会社



排 出 量

5,855
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

5,855

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

5,855 5,855

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0 0

0

5,855

0

5,855

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

5,855

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 5,855

(第
２

面
）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類　：　汚　泥 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

0

0

0

0

0

(第
２

面
）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類 ： コンクリートくず ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

1
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

1

0

0

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

1

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0

(第
２

面
）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類 ： 混  合  物 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。  

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



項目

排 出 量 3000 3000
ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量 ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

3000
ｔ

自ら中間処理により減量す
る

産 業 廃 棄 物 の 量 ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量 ｔ

（日本工業規格　Ａ列４番）

　（宛先）岡　崎　市　長

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

項目 目標値

ｔ 全 処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の
熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の
処 理 委 託 量

様式第二号の九（第八条の四の六関係）

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

２０２５ 年　５ 月　１２ 日

※事務処理欄

ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
優 良 認 定 処 理 業 者 へ の
処 理 委 託 量

産業廃棄物処理計画におけ
る 計 画 期 間

２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日

産業廃棄物処理計画における目標値

目標値

事 業 場 の 所 在 地 愛知県岡崎市岡町字下野川６７番地

事 業 の 種 類 ２１．窯業・土石製品製造業

代表取締役社長

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、２０２４年度の産業
廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 三共コンクリート株式会社　岡崎工場

電話番号 ０５６４－２４－２６５８

届出者

住　所 愛知県岡崎市両町

鋤柄　隆志

氏　名 三共コンクリート株式会社



排 出 量

3024
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

2520

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

3,024 2520

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

2,520

0

2,520

0

0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

(
第

２
面
）

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑤自ら熱回収を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

2520

④のうち熱回収
を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理
した量

504

（産業廃棄物の種類：　汚泥　　）

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

計画の実施状況

不要物等発生量

有 償 物 量

項目

①排出量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。  

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



項目

排 出 量 20,607 1,589
ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

121
ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

1,516
ｔ

自ら中間処理により減量す
る

産 業 廃 棄 物 の 量
19,018

ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

届出者

住　所 愛知県岡崎市東牧内町甲田45番地

氏　名 栄屋乳業株式会社

代表取締役社長　野田　陽太郎

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和　6年度の産業
廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 栄屋乳業株式会社　矢作工場

電話番号 0564－33－1111

産業廃棄物処理計画におけ
る 計 画 期 間

令和　6年　4月　1日　～　令和　7年　3月　31日

産業廃棄物処理計画における目標値

目標値

事 業 場 の 所 在 地 愛知県岡崎市東牧内町字甲田45

事 業 の 種 類 E09　食品製造業

※事務処理欄

ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
優 良 認 定 処 理 業 者 へ の
処 理 委 託 量

様式第二号の九（第八条の四の六関係）

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和　7年　6月　4日

（日本工業規格　Ａ列４番）

　（宛先）岡　崎　市　長　 殿

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

項目 目標値

ｔ 全 処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の
熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の
処 理 委 託 量



排 出 量

21,848
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

1,471

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

21,848 1,471

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

20,377 20,377

0

1,471

0 0

1,471

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

1,471

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 21,848 0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　汚泥　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排出量

942
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

337

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

942 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

544 544

0

398

61 0

337

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

61

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

398

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 544 0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　動植物残渣　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

41
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

41

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

41 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

41

41 0

41

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

41

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

41

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　　廃プラスチック類　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

1
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

1

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

1

1 0

1

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

1

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

1

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　　廃油　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排出量

2
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

2

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

2 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

2

2 0

2

0

0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　ガラスくず、陶磁器くず　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

2

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

2

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排出量

2
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

2 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

2

2 0

0

0

0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　　がれき類　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

2

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

2

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排出量

19
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

19

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

19 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

19

19 0

19

0

0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　混合物　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

19

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

19

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排出量

0.1
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0.1

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.1 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

0.1

0 0

0.1

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.1

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　蛍光管　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排出量

0.1
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0.1

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.1 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

0.1

0 0

0.1

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.1

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　電池　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排出量

27
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

27

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

27 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

27

0 0

27

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

27

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　燃えがら　　　　　　　　）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排出量

0.9
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0.9

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.9 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

0.9

0 0

0.9

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.9

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）
計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　　　　　　PCB等　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排出量

6
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

6

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

6 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

6

6 0

6

0

0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

計画の実施状況

不要物等発生量

有 償 物 量

項目

①排出量

自ら直接埋立処分した量

0

自ら中間処理
した量

0

（産業廃棄物の種類：　　　木くず　　　　　　　　）

自ら直接
再生利用した量

0

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

⑤自ら熱回収を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

6

④のうち熱回収
を行った量

0
⑦自ら中間処理により減
量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

6

(
第

２
面

）

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。  

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

























項目

排 出 量 1735.05 1735.05
ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

1005.05
ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

1735.05
ｔ

自ら中間処理により減量す
る

産 業 廃 棄 物 の 量 ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

届出者

住　所 愛知県岡崎市桑谷町字新座山3番地の1

氏　名 株式会社ＨＯＷＡ　岡崎工場

工場長　柴田　光芳

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和4年度の産業廃
棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 株式会社ＨＯＷＡ　岡崎工場

電話番号 0564-48-5111

産業廃棄物処理計画におけ
る 計 画 期 間

令和６年　４月～令和７年　３月

産業廃棄物処理計画における目標値

目標値

事 業 場 の 所 在 地 岡崎市桑谷町字新座山3番地の１

事 業 の 種 類 繊維工業(自動車内装部品製造)

※事務処理欄

ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
優 良 認 定 処 理 業 者 へ の
処 理 委 託 量

様式第二号の九（第八条の四の六関係）

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和　７年　６月３０日

（日本工業規格　Ａ列４番）

　（宛先）岡　崎　市　長

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

項目 目標値

ｔ 全 処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の
熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の
処 理 委 託 量



排 出 量

1511.93
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

1511.93

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1,511.93

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

1,511.93

1,035.69

1,511.93

0

0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

計画の実施状況

不要物等発生量

有 償 物 量

項目

①排出量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理
した量

（産業廃棄物の種類：　廃プラ　　　　　　　　　　）

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑤自ら熱回収を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1511.93

④のうち熱回収
を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

1035.69

(
第
２
面

）

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

4.89
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

4.89

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

4.89

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

4.89

4.89

4.89

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

4.89

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

4.89

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目

自ら中間処理
した量

①排出量

(
第
２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　廃油　　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

21.69
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

21.69

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

21.69

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

21.69

0

21.69

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

21.69

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目

自ら中間処理
した量

①排出量

(
第
２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　木屑　　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0.056
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0.056

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.056

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

0.056

0.056

0.056

0

0

(
第
２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　蛍光灯　　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目

自ら中間処理
した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.056

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.056

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

25.68
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

25.68

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

25.68

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

25.68

25.68

25.68

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

25.68

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

25.68

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目

自ら中間処理
した量

①排出量

(
第
２
面

）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　汚泥　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。  

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

























項目

排 出 量 1344. 64 802. 12
ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0 801. 76
ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0 802. 12
ｔ

自ら 中間処理に よ り 減量する
産 業 廃 棄 物 の 量 542. 52 0

ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0 0

ｔ

（ 日本工業規格　 Ａ 列４ 番）

　 （ 宛先） 岡　 崎　 市　 長

（ 法人にあっては、 名称及び代表者の氏名）

項目 目標値

ｔ 全 処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の
熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の
処 理 委 託 量

令和　 7年　  6 月　 11日

様式第二号の九（ 第八条の四の六関係）

（ 第１ 面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

※事務処理欄

ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
優 良 認 定 処 理 業 者 へ の
処 理 委 託 量

産業廃棄物処理計画におけ
る 計 画 期 間

令和6年度（ 令和6年4月～令和7年3月）

産業廃棄物処理計画における 目標値

目標値

事 業 場 の 名 称 株式会社　 ジェ イ テク ト 　 花園工場

事 業 場 の 所 在 地 愛知県岡崎市真福寺町字深山1番地10

事 業 の 種 類 E-31　 輸送用機械器具製造業

　 　 　 工場長　 馬越　 克幸

電話番号 0564-27-3111

　 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律第12条第10項の規定に基づき 、 令和2年度の産業廃棄物
処理計画の実施状況を報告し ま す。

届出者

住　 所 愛知県岡崎市真福寺町字深山1番地10

氏　 名 株式会社　 ジェ イ テク ト 　 花園工場



排 出 量

566. 40
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

0

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

566. 40 28. 32

28. 32
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

538. 08 538. 08

0

0

0 0

0

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

0

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 566. 40 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 汚泥（ 排水処理汚泥） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 28. 32

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

542. 272
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

542. 272

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

542. 272 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

542. 272

542. 272 0

542. 272

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

542. 272

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

542. 272

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 廃油（ 廃油・ 切削油） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

25. 26
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

25. 26

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

25. 26 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

25. 26

25. 26 0

25. 26

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

25. 26

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

25. 26

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 汚泥（ 廃液汚泥） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

5. 15
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

5. 15

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

5. 15 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

5. 15

5. 15 0

5. 15

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

5. 15

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

5. 15

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 汚泥（ 粉塵ダス ト ） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

10. 41
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

10. 41

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

10. 41 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

10. 41

10. 41 0

10. 41

0

0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 汚泥（ ス ラ リ ー） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

10. 41

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

10. 41

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0. 65
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

0. 65

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

0. 65 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

0. 65

0. 65 0

0. 65

0

0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 汚泥（ 洗浄廃水） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

0. 65

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

0. 65

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

65. 07
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

65. 07

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

65. 07 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

65. 07

65. 07 0

65. 07

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

65. 07

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

65. 07

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 汚泥（ 研磨カス ） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

50. 64
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

50. 64

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

50. 64 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

50. 64

50. 64 0

50. 64

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

50. 64

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

50. 64

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 廃プラ ス チッ ク 類（ 発泡カス ・ 接着剤カス ） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

84. 64
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

84. 64

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

84. 64 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

84. 64

84. 64 0

84. 64

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

84. 64

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

84. 64

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 廃プラ ス チッ ク 類（ 熱可塑性） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0. 26
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

0. 26

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

0. 26 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

0. 26

0. 26 0

0. 26

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

0. 26

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

0. 26

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 廃プラ ス チッ ク 類（ 廃接着剤） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0. 01
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

0. 01

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

0. 01 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

0. 01

0. 01 0

0. 01

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

0. 01

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

0. 01

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 廃プラ ス チッ ク 類（ LED照明） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0. 02
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

0. 02

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

0. 02 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

0. 02

0. 02 0

0. 02

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

0. 02

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

0. 02

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 廃プラ ス チッ ク 類（ エアバッ ク 類） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

5. 46
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

5. 46

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

5. 46 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

5. 46

5. 46 0

5. 46

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

5. 46

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

5. 46

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 木く ず（ 木製パレ ッ ト ） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0. 160
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

0. 160

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

0. 160 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

0. 160

0. 160 0

0. 160

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

0. 16

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

0. 160

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 ガラ ス ・ 陶磁器く ず（ センチュ リ ーボード ） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

2. 702
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

2. 702

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

2. 702 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

2. 702

2. 702 0

2. 702

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

2. 702

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

2. 702

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 ガラ ス ・ 陶磁器く ず（ 耐火材） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0. 25
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

0. 25

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

0. 25 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

0. 25

0 0

0. 25

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

0. 25

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 ガラ ス ・ 陶磁器く ず（ 蛍光灯） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0. 26
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

0. 26

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

0. 26 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

0. 26

0 0

0. 26

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

0. 26

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 金属く ず（ 乾電池） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

0. 51
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

0. 51

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

0. 51 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

0. 51

0. 51 0

0. 51

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

0. 51

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

0. 51

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 金属く ず（ 正極板） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

1. 75
⑩のう ち再生利用

業者への処理委託量

1. 75

実績値
自ら 中間処理し た

後の残さ 量

1. 75 0

0
⑩のう ち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら 中間処理によ

り 減量し た量
0

0 0

0

1. 75

1. 75 0

1. 75

0

0

(
第

２
面

）

計画の実施状況 （ 産業廃棄物の種類： 　 金属く ず（ キャ パシタ ） 　 ）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら 直接
再生利用し た量

自ら 中間処理し た後
再生利用し た量

0 0

自ら 直接埋立処分し た量

0

自ら 中間処理し た後
自ら 埋立処分又は

海洋投入処分し た量項目
自ら 中間処理

し た量

①排出量 0 0

②＋⑧自ら 再生利用を
行っ た量

⑤自ら 熱回収を 行っ た量
④のう ち熱回収

を 行っ た量 直接及び自ら
中間処理し た後の

処理委託量⑦自ら 中間処理によ り 減
量し た量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を 行う 業者への処
理委託量

1. 75

③＋⑨自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を 行っ た量

1. 75

⑩のう ち熱回収認定
業者以外の

熱回収を 行う 業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のう ち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



( 第３ 面)  

備考 

１  翌年度の６ 月30日ま でに提出する こ と 。   

２  「 事業の種類」 の欄には、 日本標準産業分類の区分を記入する こ と 。  

３  「 産業廃棄物処理計画における 目標値」 の欄には、 項目ごと に、 産業廃棄物処理計画に記載

し た目標値を記入する こ と 。  

４  第２ 面には、 前年度の産業廃棄物の処理に関し て、 ①～⑭の欄のそれぞれに、 ( 1) から ( 14)

に掲げる 量を記入する こ と 。  

( 1)  ①欄 当該事業場において生じ た産業廃棄物の量 

( 2)  ②欄 ( 1) の量のう ち、 中間処理をせず直接自ら 再生利用し た量 

( 3)  ③欄 ( 1) の量のう ち、 中間処理をせず直接自ら 埋立処分又は海洋投入処分し た量 

( 4)  ④欄 ( 1) の量のう ち、 自ら 中間処理をし た産業廃棄物の当該中間処理前の量 

( 5)  ⑤欄 ( 4) の量のう ち、 熱回収を行った量 

( 6)  ⑥欄 自ら 中間処理をし た後の量  

( 7)  ⑦欄 ( 4) の量から ( 6) の量を差し 引いた量 

( 8)  ⑧欄 ( 6) の量のう ち、 自ら 利用し 、 又は他人に売却し た量 

( 9)  ⑨欄 ( 6) の量のう ち、 自ら 埋立処分及び海洋投入処分し た量 

( 10)  ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託し た量 

( 11)  ⑪欄 ( 10) の量のう ち、 優良認定処理業者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律施行令

第６ 条の11第２ 号に該当する 者） への処理委託量 

( 12)  ⑫欄 ( 10) の量のう ち、 処理業者への再生利用委託量 

( 13)  ⑬欄  ( 10) の量のう ち、 認定熱回収施設設置者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律 

第15条の３ の３ 第１ 項の認定を受けた者） である 処理業者への焼却処理委託量 

( 14)  ⑭欄  ( 10) の量のう ち、 認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている 処理業者への

焼却処理委託量 

５  第２ 面の左下の表には、項目ごと に、産業廃棄物処理計画に記載し たそれぞれの実績値を記

入する こ と 。  

 ６  産業廃棄物の種類が２ 以上ある と き は、産業廃棄物の種類ごと に、第２ 面の例によ り 産業廃

棄物処理計画の実施状況を明ら かにし た書面を作成し 、 当該書面を添付する こ と 。  

７  ※欄は記入し ないこ と 。  

 



項目

排 出 量 1,301 1,301
ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

1,202
ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

1,301
ｔ

自ら中間処理により減量す
る

産 業 廃 棄 物 の 量 ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量 ｔ

（日本工業規格　Ａ列４番）

　（宛先）岡　崎　市　長   殿

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

項目 目標値

ｔ 全 処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 以 外 の
熱 回 収 を 行 う 業 者 へ の
処 理 委 託 量

様式第二号の九（第八条の四の六関係）

（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和7年 6月20日

※事務処理欄

ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
認 定 熱 回 収 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ
優 良 認 定 処 理 業 者 へ の
処 理 委 託 量

産業廃棄物処理計画におけ
る 計 画 期 間

　令和6年度 (令和6年4月～令和7年3月)

産業廃棄物処理計画における目標値

目標値

事 業 場 の 所 在 地 　岡崎市岡町字上野川１１１番地

事 業 の 種 類 　 22:鉄鋼業

代表取締役　東條　温司

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和4年度の産業廃
棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 　三井ミーハナイト・メタル株式会社　岡崎工場

電話番号 0564-51-3521

届出者

住　所 岡崎市岡町字上野川１１１番地

氏　名 三井ミーハナイト・メタル(株)



排 出 量

924
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

924

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

924

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

924

924

924

0

0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

924

(
第

２
面
）

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑤自ら熱回収を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

924

④のうち熱回収
を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理
した量

（産業廃棄物の種類：　鉱さい　　　　　　　　　　　　）

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

計画の実施状況

不要物等発生量

有 償 物 量

項目

①排出量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

4
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

4

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

4

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

4

0

4

0

0

(
第

２
面
）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　廃プラ　　　　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

4

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

80
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

80

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

80

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

80

0

80

0

0

(
第

２
面
）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　木くず　　　　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

80

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

2
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

2

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

0

0

0

0

0

(
第

２
面
）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　ガラス・陶磁器くず　　　　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



排 出 量

3
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

3

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

3

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

3

0

3

0

0

(
第

２
面
）

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：　混合屑　　　　　　　　　　　　）

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接埋立処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

3

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②

① ③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑩

⑪

⑧

⑫

⑬

⑭



(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。  

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 


